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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係　19

の 変 化 一 全 国 規 模 の 世 論 調 査 報 告 を 資 料 と し て 一

学 部　　　　　　　　　　　　　　　　　　 松 成　 恵

目 的　 戦 後 日 本 の 家 族 変 動 を1950 年 か ら1990 年 の 全 国 規 模 の 世 論 調 査 報 告 を 資 料 と し て

家 族 意 識 の 側 面 か ら 明 か に す る こ と で あ る 。

方 法　 採 用 さ れ た 資 料 は、1950 年 か ら ほ ぼ 隔 年 に 実 施 さ れ て い る 毎 日 新 聞 社 の 全 国 家 族

計 画 調 査、1953 年 以 後 ５ 年 間 隔 で 実 施 さ れ て い る 統 計 数 理 研 究 所 の 国 民 性 の 研 究、1973 年

以 後 ５ 年 間 隔 で 実 施 さ れ て い るN    H   K 放 送 世 論 調 査 所 の 日 本 人 の 意 識、 そ の 他、 総 理 府 等

の 実 施 し た 世 論 調 査 ９ 件 で あ る。

結 果　1  . 戦 後 の 家 族 変 動 を 親 と 子 の 間 の、 社 会 的 地 位 ・ 財 産 ・ 祭 祀 の 継 承 に 関 す る 規

範 が、゙ 特 定 の ー 人（ 継 嗣 ） に よ る 継 承 を 規 定 す る も の か ら、 子 に よ る 継 承 を 規 定 し な い も

の へ 変 化 す る こ と と 定 義 す る な ら、 社 会 的 地 位 ・ 財 産 ・ 先 祖 祭 祀 の 三 つ の 佩 面 で 意 識 の 変

容 が み ら れ た。2  、 老 親 扶 養 に つ い て は 、（1), 老 後 の 生 活 を 子 に 依 存 す る 意 識 の 保 持 者 の

減 少,     （2 ）.習 慣 や 義 務 と し て の 扶 養 意 識 の 保 持 者 の 減 少、（3 ）,老 後 子 ど も と の 同 居 を 支 持

す る 者 の 減 少 が 観 察 さ れ た。 し た が っ て 老 親 扶 養 意 識 に 関 し て は 「 家 」 の 継 承 を 前 提 と し

な い 方 向 へ の 変 化 が 観 察 さ れ た と い え よ う 。 ３ 、 性 別 役 割 分 業 意 識 は 大 き く 変 化 し た。 し

か し 夫 の 家 事 ・ 育 児 の 補 助 的 参 加 を 認 め る に す ぎ な い。4  、 直 系 家 族 制 支 持 者 が 夫 婦 家 族

制 支 持 者 を 下 ま わ る の は、1960 年 代 で あ っ た。
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